
「子どもと絵本・本に関する研究」
指定討論

秋田喜代美（学習院大学）



本日のご発表

エコシステムアプローチにより、

子どもをとりまく様々なレイア―から子どもと本
の関わりを捉える。具体的なエビデンス

佐藤報告：子ども・親・家庭

高橋報告：園・図書館・地域社会



１高橋報告から考える

絵本・本環境の保障と拡充のために、地域においてデイ
ア環境のコーデイネートが大切という視点。

全ての子どもに 園間の差異、幼保と小学校以上の差異
を埋める。特別支援、病院、外国籍

公共図書館のはたす役割の確認

政策的提言 地域の絵本本のエコシステムのデザイン



子どもの読書環境構成のデザイン原理
Design principles for processes
1冊の絵本・本の中で

1.共同注視 ２.聴きあう

3.夢中

Design principles across time

繰り返しの経験の中で

1.忘れられない経験 2.良質な作
品 との出会い 3.主体的選択

Design principles beyond centers and
libraries

園・学校図書館の空間を超えて

1.読む・表す・関わるなど真正な

本を めぐる活動への参加
2.柔軟な流通・交流

3.人がつながりあう
Design principles for participation

皆で活動へ参画
1.誰もが笑顔で巻き込み力を生む
2.共同主体性 3.居心地

子どもの読書環境構成のデザイン原理（秋田、2020）

file:///C:/Users/KIYOMIAKITA/Downloads/akitakiyomi%20(1).pd
f



幼児期から始まる学校教育 しかし学校には
あって園にはない 図書標準、予算、専門家

https://www.mext.go.jp/content/20220125-mxt_chisui01000020025-01.pdf

保幼小の架け橋
連携で幼児期に
も豊かな本を介
した連携交流を



横串としてのネットワーク
人、もの、財源 体制組織

家庭からの絵本のリサイクル、ボランテイア

園間の連携、地域の方々との連携

自治体における子供の読書推進計画や会議へ
のマルチステークホルダーの参画



誰が子どもの絵本・本環境に関わるのか？そ
れはなぜか？

「自治体に求める、自治体から言われたらかやる」だけで
はなく、市民一人一人が自分が参画してできることは何か
を考える。

子どものwellbeing、子どもの絵本との出会いにおける笑顔
が大人も笑顔にしていく。喜びの読書には上下関係はない。
そのことが地域のまちづくりにもつながっていく



２ 佐藤報告から考える
（家庭、紙とデジタル）

「家庭の読み聞かせ頻度や蔵書数に格差がある」

平均３７．１冊という数値が持つ意味

保護者の紙選好は強いこと

読書のみが非認知能力とリテラシーの両方に影響

紙の絵本とデジタル絵本の比較
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読み聞かせ頻度 幼児期の頻度は小学校中学年の一人読みにも影響
（荒牧・高岡・秋田・無藤、2019発心大会）
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小6年時の
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読み聞かせ頻度 幼児期の頻度は小学校t高学年の一人読み頻
度にも影響（荒牧・高岡・秋田・無藤、2022発心大会）
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家庭環境：家にある本（雑誌、新聞、教科書を除く）の冊数

小学校 35人学級
本が10冊又は25冊と

答えた割合

（１クラスあたりのイメージ）

小学校

中学校 40人学級

中学校

10.4人 13.6人

（29.8％） （34.0％）
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【出典】令和３年度 全国学力・学習状況調査 児童質問紙、生徒質問紙結果より内閣府において作成。全国平均値等を１クラスに仮に見立てた場合のイメージ図。実際には偏在等は生じている可能性が有る旨留意。
児童生徒質問内容：あなたの家に は 、お よそ どれ く ら い本が あ り ま す か 。

家にある本の冊数と
学力・学習状況調査の

正答率の関係

家にある本の冊数と

正答率の間には相関

10冊

25冊

小中学生 家庭の本の格差021年9月発表の学力調査結果から
内閣府教育人材WG第２回資料より

小中学生の３０％以
上は家庭にある本
の数は２５冊以下。

https://www8.cao.go.jp/cstp/tyousakai/kyouikujinzai/1kai/siryo3-1.pdf



保護者の紙選好の強さ 英国の調査でも同様
の結果（2016）

英国 ０－８歳の保護者1511名

子どもに本を読むのには、紙の本
を読むことを選好する。

保護やがデジタルリテラシーが高
い家においても０－８歳の子供には
電子書籍よりも紙の本を読むとして
いる。

https://www.booktrust.org.uk/globalassets/resources/researc
h/digital_reading_survey-final-report-8.2.16.pdf



中学高校生 紙とデジタル
国によって異なる (PISA,2018)

PISA 2018 日本財団（２０２０）

１７－１９歳 １０００名

「紙」が67.6％で、「電子書
籍」（5.9％）より圧倒的に
多い。「どちらも活用してい
る」は26.4％。

 https://www.nippon-

foundation.or.jp/app/uploads/2020/10/wha_pr

o_eig_152.pdf



紙絵本か電子絵本か 関わる多様な要因
（Furenes, Kueirkova,＆Bus,2021）A comparison of Chidlrennal Research,91(4)
483-517.

紙の絵本とデジタル絵本 幼児に関する39の研究
1812名の子どもたちの研究のメタ分析

同じ内容であれば差はなく、紙の方が理解が深まる一方
で、子どもの語彙獲得には電子絵本や有効だが意味を理
解する点ではそのようなことはない。辞書機能などはむ
しろ邪魔することもある。ただし電子書籍の画面デザイ
ンの影響、お話の語り方の質、大人の支援の在り方など
によって影響を受ける。また特別な支援を有する子ども
たちにはデザインによっては有効でもある。



３エコシステムと紙か電子の発想を問い直す
子どもの活動の視点にたった議論ではないと
いう見解もある。Flewit & Clark 2020



Lowテク家庭のペトラ Highテク家庭チャーリー
Porous boundaries: Reconceptualising the home literacy environment as a digitally networked space for 0–3 

year olds、Journal of Early Childhood Literacy2020, Vol. 20(3) 447–471



デジタル 子どもの目線、身体的動き等から
見ると、多様なネットワークのかかわりがあ
る。

ペトラのネットワーク チャーリーのネットワーク



理論的な視座 １
エコシステムにおけるダイナミズムを捉える

絵本を提供するという大人の視点で
効果を捉えるだけではなく、子ども
は主体としてどのようにそのメデイ
アの世界を受け入れるのかという

観点からの研究の必要性



４ 理論的な視点２

情報と知識の違い 知的な理解だけではな
く、そこでの情動的な関係や、身を置く場、
絵本を見る時のテンポや間の時間感覚、作
品や人との関係性への視点から、バーチャ
ルとリアル、デジタルと紙メデイア等を考
えた研究も必要では。

乳幼児期だからこそ考えたい。



SLOW PEDAGOGY、SLOW KNOWLEDGE
Orr(1996) Tishman（2018）Clark (2020)

ファーストフードとスローフードのように

ゆっくり楽しむスローなかかわり 身体での感覚、感性

場 ペース 他者との関係性という文脈のつながり
Clark,A.2020 Towords a listening ECEC system. 

ゆっくりみること Slow lookingにより深く詳細を学ぶ

新鮮な目で見る、視野を広げる

詳細に気づく、WELL-BEING（安心感,Mindfulness）
Tishman,S. 2018 Slow looking: The art of practice of Learning Through observation.



まとめにかえて

データに基づく研究から、これからどのような絵本・本環
境を誰に向けてデザインするのが大切である。

ただしその時に、現代の流れを自明とせず、デジタル時代
に問われる価値や哲学をもって、子どもを取り巻く環境を
考えていきたい。

生まれた時から主体である子どもの読む権利を保障すると
はどのようなことか、どのような社会を創っていくことな
のかを、子どもの姿や多様な声から聴き取り、多層的なレ
イヤーやネットワークで捉え考えることが大切ではないか


